
「岡山県産業廃棄物処理税」の主な使途（Ｒ元当初予算）

Ⅰ 産業活動の支援

「岡山県産業廃棄物処理税」は、循環型社会の構築を推進するため、３つの使途を柱として各種の事業に活用しています。

Ⅱ 適正処理の推進 Ⅲ 意識の改革

産業廃棄物に係る３Ｒの促進のための技術導入や施
設整備を実施します。

産業廃棄物に係る不法投棄の防止など公平性・社会正
義を実現します。

県民の生活様式を変革し、３Ｒの推進に向けた県民
の実践的な取組等を誘導します。

環境にやさしい企業づくり事業

•グリーン製品の使用・販売の促進や、ゼロエミッションに積極的に取り組む事業所
を認定するとともに、当該事業所や認定制度をＰＲします。

中小企業３Ｒ推進アドバイザ派遣事業

•中小企業が自社から発生する廃棄物を削減するため、企業にアドバイザを派遣し、
廃棄物削減に向けた取組方法のアドバイスを行います。

循環型産業クラスター形成促進事業

•廃棄物を循環資源として活用するリサイクルビジネスの創出に向け、企業や大学等
の技術シーズと企業ニーズのマッチングに取り組むとともに、資源化技術の開発や
事業化を促進します。

•リサイクル品のビジネス化が進むよう需要拡大に向けた取組を行い、環境産業の振
興を図ります。

グリーンバイオ･プロジェクト推進事業

•県内に豊富に存在する未利用木質バイオマスを高機能で付加価値の高いセルロース
ナノファイバーや高規格木粉として活用するため、産学官連携による超微粉破砕技
術の開発や、関連製品の利用に係る普及啓発事業等を実施する。

工業技術センター研究開発費

•高分子複合材料の高性能化技術や輸送機器部品の
リサイクル促進のための技術等を確立する研究を
行うことで、廃棄物の発生量の削減や適正処理・
有効利用を促進させます。

循環資源情報提供システム運用・保守事業

•循環資源マッチングシステムにより、事業者間等における廃棄物の再利用や不用
品の交換を促進します。また、環境に関する様々な情報を発信するポータルサイ
トの運営・支援を行います。

家畜等流通改善事業

•果実栽培で発生した残さを飼料にして農家に継続的に供給すること定着する

最終処分量削減調査・分析フォローアップ事業

•産業廃棄物の最終処分量の一層の削減に向け、平成30年度に実施した調査・分析で
得られた課題をさらに掘り下げ、対策を検討する。

廃プラスチック削減に係る分析・調査

•環境への影響が懸念されているプラスチックごみの発生状況や処分状況を調査し、発
生抑制、最終処分量の削減に向けた取組を検討を検討する。

産業廃棄物不適正処理防止強化事業

•産業廃棄物の不法投棄防止に向けた普及啓発や県外からの
不法投棄を未然に防止するための収集運搬車両の検問、処
理業者の資質向上のための研修会や設備整備等への支援を
行います。

監視指導体制強化事業

•産業廃棄物の不適正処理を監視するため、警察官ＯＢの配
置、警備会社への監視委託、監視カメラの設置、不法投棄
110番の設置、発見通報協定の締結、上空監視等を行いま
す。

産業廃棄物処理業者対応力強化事業

•廃棄物処理法に基づき策定した第４次岡山県廃棄物処理計画のフォローアップのため、
岡山県産業廃棄物ミニ実態調査を実施する。

ポリ塩化ビフェニル廃棄物処理推進事業

•ポリ塩化ビフェニル廃棄物を円滑に処理するため、当該廃棄物の適正処理を推進する
ための基金に所要額を拠出します。

廃棄物処理計画等策定事業

•第３次岡山県廃棄物処理計画が終了することから、新たな５カ年計画として第４次廃
棄物処理計画を策定します。

アスベスト対策指導啓発推進事業

•産業廃棄物であるアスベストの適正処理を行うため、解体現場周辺での濃度調査を
行います。

環境保健センター調査研究費等

•産業廃棄物等に含まれる超微量の化学物質の分析、産業廃
棄物不適正処理発見時の迅速かつ高度な分析のための調査
研究を行います。

環境保全型畜産対策確立推進事業

•家畜排泄物の処理技術の向上とたい肥としての利用促進を図ることにより、資源リサ
イクルの促進を図ります。

プラスチック製品３Ｒ推進セミナー

•世界規模で環境への影響が懸念されているプラスチック問題に着目し、世界の動き
や国内の状況等を県民に周知するセミナーを開催する。

環境学習推進事業・地球環境保全推進事業

•小中学生等に対し、循環型社会へ向けた具体的な消費行動及び意識改革を促すため、
総合的な環境教育・学習を行います。また、循環型社会を含めた地球環境保全の意
識を高めるため、アースキーパーメンバーシップ等の普及推進事業を行います。

児島湖再生事業

•児島湖のヨシを活用したリサイクル品の製作・利用やヨシ刈り・
リサイクル体験により、３Ｒに向けた実践的な取組を行います。

ごみゼロ社会推進事業

•岡山県ごみゼロ社会プロジェクト推進会議の開催等を通じて、ごみの減量化や
リサイクル等についての意識高揚や再生品の使用促進を図ります。

おかやま・もったいない運動推進事業

•循環型社会の形成に向けた３Ｒ推進や温暖化防止
について、県民の意識改革と実践行動を促すため、
推進フォーラムなどの各種取組を行います。

エコライフ推進事業

•事業者・消費者団体・行政が協働し、レジ袋や食品ロスの削減を実施するための
さまざまな啓発を行います。

里海保全活動支援事業（海面アダプト事業）

•海面の利用機会が多い海洋関係の団体等が県及び関係市町の支援のもとに、ボラ
ンティア活動として海面の清掃活動等を行い、瀬戸内海の環境保全を推進します。

スーパーエンバイロメントハイスクール研究開発事業

•資源循環に積極的に取り組む高等学校を指定し、大学や研究機関との連携による
産業廃棄物の有効利用に関する研究を推進します。

岡山県エコ製品

岡山エコ事業所

岡山県「ももっち」岡山県「うらっち」

地域ミニエコタウン



Ⅰ 産業活動の支援

Ⅱ 適正処理の推進

Ⅲ 意 識 の 改 革

岡山県

令和元年度「岡山県産業廃棄物処理税」充当事業・当初予算

総予算額 ３９６，７４０千円

産
業
活
動
の
支
援

環境にやさしい企業づくり事業 ２，８８１ 千円

循環資源情報提供システム運用・保守事業 ４，７４２ 千円

中小企業３Ｒ推進アドバイザ派遣事業 ４，４９８ 千円

循環型産業クラスター形成促進事業 ４２，８５６ 千円

グリーンバイオ・プロジェクト推進事業 １３，２７９ 千円

工業技術センター研究開発費 ８，３７７ 千円

家畜等流通改善事業 １，７７５ 千円

適
正
処
理
の
推
進

最終処分量削減調査・分析フォローアップ事業 ２，９５８ 千円

廃プラスチック削減に係る分析・調査 ３，９４８ 千円

産業廃棄物監視強化対策事業 １６６，８７０ 千円

ポリ塩化ビフェニル廃棄物処理推進事業 ３４８ 千円

廃棄物処理計画等策定事業 ２，６４７ 千円

アスベスト対策指導啓発推進事業 ５，５２０ 千円

環境保健センター調査研究費等 ２５，７６５ 千円

環境保全型畜産対策確立推進事業 ２，３６０ 千円

大規模畜産農家畜産環境整備支援等事業 ４，１１７ 千円

意
識
の
改
革

環境学習推進事業、地球環境保全推進事業 ４３，９８８ 千円

児島湖再生事業 ８，３８７ 千円

循環型社会形成推進事業、プラスチック製品３Ｒ推進セミナー ３１，６２７ 千円

里海保全活動支援事業（海面アダプト事業） １７９ 千円

一般廃棄物処理対策事業 ８，５６８ 千円

スーパーエンバイロメントハイスクール研究開発事業 １１，０５０ 千円

お問い合わせ 岡山県環境文化部循環型社会推進課 岡山市北区内山下2-4-6 ＴＥＬ (086)226-7306

ホームページ ●岡山県産業廃棄物処理税に関すること
税務課ＨＰ http://www.pref.okayama.jp/soshiki/11/

●岡山県産業廃棄物処理税を活用した事業に関すること
循環型社会推進課ＨＰ http://www.pref.okayama.jp/soshiki/30/

岡山県産業廃棄物処理税のしくみ

排出事業者
（納税義務者）

中間処理業者
（納税義務者）

最終処分業者
（特別徴収義務者）

県

課税

課税

申告納入

申告納付

●納税義務者
産業廃棄物の排出事業者又は中間処理業者
（最終処分場に産業廃棄物を搬入する者）

●課税標準・税率
最終処分場への搬入量１トンにつき１，０００円
＊課税免除はなし
（例）最終処分量４．３２１ｔの場合、４，３２０円

（０．０１トン未満切り捨て）

●徴収方法
＊特別徴収義務者（最終処分業者）からの申告納入
＊自社処分の場合は、申告納付

（自社処分）

（自社処分）

岡山県「ももっち」と「うらっち」

岡山県「ももっち」


